
いよいよ明日から夏休みが始まります。１学期

を振り返ると、様々な学習や行事があって、子ど

もたちの成長がたくさん見られたと感じています。

保護者・地域の皆様には多大なるご支援をいた

だきましたこと、感謝申し上げます。 

  さて、夏が来ると、思いだす…皆さんはどんな

ことが頭に浮かぶでしょうか。私は職業病かもし

れませんが、「自由研究」の季節がやってきたな

と感じています。とは言っても、子どもの頃の自由

研究は何をしようかと考えているふりをしながら

毎日が過ぎていき、夏休み最後の数日にあたふ

たしてしまうことが常でした。 

  しばらく夏の自由研究から離れ、大人になり教

員となって学級担任になると、受け持つ子どもた

ちが自由研究に夢中になることを願い、子どもや

保護者の皆さんに自由研究を熱く語る時代があ

りました。そして子どもをもつ父親となり、我が子

が小学生になって、いざ自由研究に取り組むと

なった時、親の苦労が分かりました。ほっておい

ても何かに興味をもって調べ出す子もいるので

しょうが、うちの子は残念ながらそんなタイプで

はなく私の問いかけにも生返事を繰り返すだけ

で、まさに暖簾に腕押し状態でした。 

  長男は父親似で残念だと思い、長女、次男と

期待をしてみましたが、子どもの興味を引き出し

探究の楽しさを味わわせるのはそんなに甘くな

いことを痛感しました。 

  今、末っ子三男が小学校６年生になったので、

これが最後のチャンスと思って期待と不安を高

めているところです。幸い、料理に興味をもち家

族に簡単な料理をふるまっているので、そこから

ヒントをもらい何か彼が探究し続けられることへ

とサポートしようと考えているところです。 

  先日の全校朝会では、「身近で疑問に思った

ことを調べてみてはどうだろう」という話をしまし

た。そして、私がこの数週間をかけて実施した自

由研究を子どもたちに発表しました。「ある少年

の17日間の記録」というタイトルです。私は毎日

三男の寝相がどこか似ているなということに気

付きました。もしかしたら人によって心地のよい

寝相があるのかもしれないと思い、毎朝三男の

寝相を写真に撮り、それをスライドにして発表し

ました。ただの寝相の写真を17枚見せられた子

どもたちは、困ったような顔をしていたり、面白そ

うといった顔をしたりしている子もいました。 

私が伝えたかったのは、自由研究の課題って、

「身近な疑問でよいこと」、「少しずつでも継続し

て取り組めること」、「自分の興味が湧いたこと」

でいいんだよということです。もちろん科学的視

点だったり、図書館を活用したりした研究にも取

り組んでもらいたいのですが、どちらかというと

自由研究が苦手という子どもには、こんなことで

も課題になるということを伝えたかったのです。 

2学期に子どもたちが持ってきてくれる自由研究

を、楽しみにしています。今年も「校長先生賞」を

作って表彰します。２年生のある子は、私の顔を

見るたびに「今年は校長先生賞取れるかなぁ…」

と聞いてきてくれます。たった一人でもこれを励

みにしてくれる子がいることが、私の励みにもな

ります。皆さん、よい夏休みをお過ごしください。 

「ある少年の17日間の記録」 
校長  森賀 慎一 
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